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活動実施の背景、実施にいたった理由

地域の子育て支援が児童福祉施設の役割としてもとめられ
ている中、本法人も地域の社会資源の一つとして地域福祉の
発展に寄与し、積極的な地域展開を進めていくための方策に
ついて検討を行ってきた。
地域における一員として地域社会とのつながりを重視し、

地域との連携を保つ中で、地域と施設の協力的関係をより発
展させるために、地域の子どもを対象とした行事を実施する
こととし、ふれあいのまちづくり協議会をはじめ、各地域団
体より活動実施への賛同を得た。
活動内容については、地域のニーズを捉え、地域の子ども
たちが休日に安心して楽しめる遊び場を提供し、地域の子ど
も、子育て中の親、世代間の交流の場として活用していくこ
と、継続して定期的に行える地域行事を開催していくことに
決定し実施にいたった。

実施内容

・地域の小学校の空き教室や、法人施設のスペースを利用し、
子どもたちがお金を使わずに買い物遊びを楽しみ、また地
域にまつわるクイズや手作りゲーム、製作などの体験コー
ナーを作り、子どもから大人まで楽しめる行事として実施
する。
・家庭で不要になったおもちゃを参加者が持ってきて、ポイ
ントをため欲しいおもちゃと交換することで、それがリサ
イクルにもなりエコ活動としての意義がある。
・地域の民生委員、主任児童委員、施設の心理療法士による
子育て相談のコーナーを毎回設け、子育て中の親の不安や
悩みの解消のお手伝いを行っている。
・参加者が運営の手伝いをするなど、子どもたちの主体的な
活動によって作り上げていく内容である。

活動効果

開催の回数を重ねる度に、賛同していただく地域の機関、
団体が増加し、地域住民へも周知されたことにより、地域で
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地域における子育て支援行事
「かえっこバザール」の開催

地域における一員として地域社会とのつながりを重視し、地域との連携を保つ中で、地域と施設の協力的関係をより発展させるた
めに、地域の子どもを対象とした行事を実施することとして活動（「かえっこバザール」）を始めた。地域の小学校の空き教室や、法
人施設のスペースを利用し、子どもから大人まで楽しめる行事として実施している。開催の回数を重ねる度に、地域での子ども行事
として定着してきており、地域住民と学園児童、職員との距離が近くなってきた。その結果、他の地域行事においても連携体制が深
まり、地域との協力関係がより緊密になりつつある。
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◆地域に視点をあてた事業展開［児童］◆

◆ 法人の概要

法人設立年：昭和20年12月
経営施設、事業（数）：１施設
経営施設、事業（種別）：
児童養護施設……１施設

◆ 法人の理念・経営方針

（理　　念）愛する心と　信じる心を育て　地域
の皆様と共に生きる
（運営方針）施設機能の充実及び地域福祉の展開
子どもを主体とした施設運営を行うため、保護
者、学校、関係機関と連携を取り、子ども一人ひ
とりの発達に応じたきめ細やかで適切な支援を行
う。
施設全体としてサービス水準の維持、質の向上
に努めるとともに、地域社会においての役割を果
たすべく、地域との連携、協働のもと地域におけ
る子育て支援を積極的に推進していく。

◆ 実施施設の概要
施設名：愛信学園
施設種別：児童養護施設　定員60

名
活動開始年：平成19年２月

活動の頻度・時間：年６回、１回あたり３時
間

活動の対象者：地域の子ども（幼児・小
学生）、子育て中の親
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の子ども行事として定着してきている。
遊びの内容であるおもちゃの交換に使用するポ
イントは、行事を通して継続して毎回有効である
ため、参加者は開催日を楽しみにしている。
継続して実施していく中で、顔見知りの方が増
えてきて、地域住民と学園児童、職員との距離が
近くなってきた。その結果、他の地域行事におい
ても連携体制が深まり、地域との協力関係がより
緊密になりつつある。
また、この活動に着目した行政機関の地域子育
て支援事業との共催による事業実施や、ボランテ
ィア団体との連携等、活動の内容、幅が広がって
きている。

今後の課題

○遊びの内容（体験コーナー）の充実と運営に関
わるボランティア人員の確保
地域の関係団体の後援を多く受けるようになっ
たが、人的な支援（スタッフ参加）がまだ少ない
状況のため、地域の各団体に体験コーナーのブー
ス作りを担当してもらい、運営のお手伝いを通し
て、各地域団体のアピールの場として活用しても
らうこと。
○地域交流センター的役割の多目的ホールの開設
現在、活動実施場所は主に校区の小学校空き教
室を利用しているが、希望の日程での場所の確保
ができないことがある。また、使用できる時間が
制約されている中で、人手のかかる運搬、準備、
後片付けが大変という点。




